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２２..

工工
業業
高高
校校
のの
現現
状状

現
在
、
全
国
の
工
業
高
校
生
は
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
捉
え
て
も
の
づ
く
り
と
そ
れ

に
関
係
す
る
基
礎
的
な
あ
る
い
は
先
端
的

な
知
識
、
技
能
、
技
術
を
学
ん
で
い
る
。

そ
し
て
各
種
の
競
技
大
会
に
参
加
し
、
多

く
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
に
励
ん
で
い

る
。

（
１
）
大
会
等

①
技
術
・
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

若
者
の
豊
か
な
感
性
を
、
工
業
技
術
　

・
技
能
に
裏
付
け
ら
れ
た
製
品
の
斬
新

性
や
実
用
性
な
ど
の
面
か
ら
競
う
も
の
　

で
あ
る
。（
資
料
２
）

②
ジ
ャ
パ
ン
・
マ
イ
コ
ン
カ
ー
・
ラ
リ
ー

手
作
り
自
動
車
の
競
技
で
、
セ
ン
サ
　

ー
で
コ
ー
ス
を
認
識
し
、
コ
ー
ス
に
応

じ
た
速
度
を
制
御
さ
せ
タ
イ
ム
を
競
う
　

も
の
で
あ
る
。
２
台
で
併
走
し
勝
ち
残
　

り
方
式
で
勝
者
を
決
定
す
る
。

も
の
づ
く
り
の
次
代
の
担
い
手

工
業
高
校
卒
業
生
の
進
路
と
課
題

１１..

はは
じじ
めめ
にに

（
社
）
全
国
工
業
高
等
学
校
長
協
会

（
以
下
全
工
協
と
い
う
）
に
は
６
５
５
校
の

工
業
高
校
及
び
工
業
関
係
の
学
科
設
置
校

（
以
下
こ
れ
ら
で
学
ぶ
生
徒
を
工
業
高
校
生

と
い
う
）
が
加
盟
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｒ
用
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
き
ら
め
く
工
業
高
校

《
培
い

競
い

高
め

極
め
る
》
」（
資
料

１
）
に
よ
れ
ば
、
工
業
高
校
に
学
ぶ
生
徒

の
割
合
は
全
体
の
８
・
４
％
で
あ
り
、
そ
の

数
は
30
万
２
千
人
強
で
あ
る
。
専
門
高
校

（
商
業
科
・
農
業
科
・
家
庭
科
等
）
の
中
で

は
最
も
多
く
、
こ
の
割
合
に
は
大
き
な
減

少
は
見
ら
れ
ず
、
一
定
の
比
率
で
推
移
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
少
子
化
の
た
め
高
校

全
体
の
生
徒
数
が
減
少
す
る
中
で
、
工
業

科
の
生
徒
数
が
占
め
る
割
合
が
一
定
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
地
域
産
業
を
支
え
る
工
業

高
校
の
役
割
は
な
く
な
っ
て
い
な
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

特特集集＝＝ももののづづくくりり現現場場かからら若若者者雇雇用用をを考考ええるる

●（
社
）全
国
工
業
高
等
学
校
長
協
会

付
属
工
業
教
育
研
究
所

立
川

勇

た
ち
か
わ
・
お
さ
む

全
国
工
業
高
等
学
校
長
協
会
付
属
工
業
教

育
研
究
所
嘱
託
。
１
９
６
６
年
〜
千
葉
県

立
千
葉
工
業
高
等
学
校
教
諭
と
し
て
勤

務
。
１
９
９
２
年
〜
千
葉
県
立
茂
原
工

業
・
東
総
工
業
高
等
学
校
教
頭
と
し
て
勤

務
。
１
９
９
７
年
〜
千
葉
県
立
葛
南
工

業
・
茂
原
工
業
高
等
学
校
校
長
と
し
て
勤

務
。
２
０
０
４
年
〜
全
国
工
業
高
等
学
校

長
協
会
付
属
工
業
教
育
研
究
所
に
嘱
託
と

し
て
勤
務
。
中
央
大
学
理
工
学
部
兼
任
講

師
（
教
職
科
目
担
当
）
を
兼
務
。

《資料1》工業高校で学ぶ生徒

政
策
セ
ミ
ナ
ー
／
基
調
講
演
Ⅱ
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③
高
校
生
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
全
国
大
会
等

鋼
製
の
土
俵
上
で
、
手
作
り
ロ
ボ
ッ
　

ト
力
士
が
激
突
す
る
。
決
ま
り
手
は
押

し
出
し
、
突
き
出
し
、
投
げ
出
し
な
ど

相
手
を
土
俵
の
外
に
出
せ
ば
勝
者
と
な

る
。
自
立
型
と
ラ
ジ
コ
ン
型
の
２
種
類

の
競
技
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
高
校
生

ロ
ボ
ッ
ト
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

全
国
大
会
が
あ
る
。

④
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
全

国
大
会
等

全
国
の
工
業
高
校
で
は
、
日
本
の
　

「
も
の
づ
く
り
」
を
担
う
人
材
の
育
成

に
努
め
て
い
る
。
こ
の
大
会
で
は
、
全
　

国
各
地
か
ら
選
ば
れ
た
選
手
が
そ
の
技

を
競
う
。
ま
た
関
係
各
省
の
後
援
を
得
　

て
実
施
し
て
い
る
の
で
、
企
業
や
大
学

か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。（
資
料
３
）

競
技
部
門
は
次
の
７
つ
で
あ
る
。

│
旋
盤
作
業
・
自
動
車
整
備
・
電
気
工

事
・
電
子
回
路
組
立
・
化
学
分
析
・
木

材
加
工
・
橋
梁
模
型
製
作

平
成
18
年
度
は
全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア

が
開
か
れ
た
埼
玉
県
で
実
施
さ
れ
、
各
部

門
の
優
勝
者
に
は
経
済
産
業
・
国
土
交

通
・
厚
生
労
働
・
文
部
科
学
・
農
林
水
産

の
各
大
臣
か
ら
表
彰
が
あ
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
工
業
高
校
生
が

参
加
で
き
る
も
の
と
し
て
、
本

年
度
２
回
目
を
迎
え
た
若
年
者

も
の
づ
く
り
競
技
大
会
が
あ

る
。
12
職
種
の
う
ち
６
種
目
で

優
勝
し
、
厚
生
労
働
大
臣
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。

（
２
）ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ

ー
顕
彰
制
度

工
業
高
校
に
学
ぶ
生
徒
の
多

く
が
、
高
度
な
公
的
職
業
資
格

や
検
定
試
験
に
合
格
す
る
な
ど

意
欲
的
に
学
習
し
て
い
る
。

本
制
度
は
、
そ
の
成
果
を
評

価
し
顕
彰
す
る
も
の
で
あ
る
。

在
学
中
に
取
得
し
た
資
格
を
得

点
化
し
、
基
準
に
達
し
た
生
徒

が
申
請
で
き
る
。

申
請
者
デ
ー
タ
は
、
企
業
や

大
学
の
関
係
者
で
構
成
す
る
ジ

ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰
認
定

委
員
会
が
審
査
し
、「
ジ
ュ
ニ

ア
マ
イ
ス
タ
ー
ゴ
ー
ル
ド
」
と
「
ジ
ュ
ニ

ア
マ
イ
ス
タ
ー
シ
ル
バ
ー
」
を
認
定
す
る
。

平
成
17
年
度
は
、
ゴ
ー
ル
ド
１
９
１
４

名
、
シ
ル
バ
ー
４
８
１
７
名
、
合
計
６
７

３
１
名
が
認
定
さ
れ
た
。（
資
料
４
）

な
お
、
こ
の
「
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
」

は
、
平
成
15
年
３
月
20
日
に
商
標
登
録
さ

れ
て
い
る
。

《資料２》
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こ
の
制
度
に
よ
る
得
点
は
、
Ｓ
ラ
ン
ク

30
ポ
イ
ン
ト
、
Ａ
ラ
ン
ク
20
ポ
イ
ン
ト
か

ら
Ｆ
ラ
ン
ク
１
ポ
イ
ン
ト
ま
で
７
ラ
ン
ク

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ラ
ン
ク
は
、

１
２
４
種
類
の
国
家
資
格
・
検
定
と
59
種

類
の
コ
ン
テ
ス
ト
・
コ
ン
ク
ー
ル
等
に
つ

い
て
、
難
易
度
に
応
じ
て
区
分
さ
れ
て
い

る
。（
資
料
５
）

「
き
ら
め
く
工
業
高
校
」
の
中
に
、
平

成
17
年
度
の
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰

優
秀
校
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
見

る
と
上
位
20
校
の
う
ち
半
分
の
10
校
が
九

州
地
区
の
学
校
で
あ
り
、
西
日
本
だ
け
で

７
割
に
達
し
、
典
型
的
な
西
高
東
低
に
な

っ
て
い
る
。

鹿
児
島
県
立
鹿
児
島
工
業
高
校
は
ゴ
ー

ル
ド
、
シ
ル
バ
ー
の
認
定
者
数
が
そ
れ
ぞ

れ
42
名
、
81
名
合
計
１
２
３
名
で
全
国
一

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
学
校
が
、
ど
の
よ

う
に
し
て
こ
の
よ
う
な
大
き
な
成
果
を
上

げ
た
か
は
「
学
校
活
性
化
か
ら
資
格
取
得

へ
の
取
組
」
に
詳
し
い
。
こ
の
学
校
が
文

武
両
道
に
お
い
て
全
国
レ
ベ
ル
に
達
し
て

い
る
こ
と
は
、
昨
年
夏
の
甲
子
園
で
の
野

球
部
の
活
躍
（
ベ
ス
ト
４
進
出
）
で
も
明

ら
か
で
あ
る
。

な
お
、
全
工
協
付
属
工
業
教
育
研
究
所

で
は
、
平
成
３
年
度
よ
り
資
格

等
の
取
得
状
況
に
つ
い
て
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
資
格
等
に

は
検
定
等
も
含
ま
れ
る
が
、
多

岐
に
わ
た
る
た
め
「
国
家
資
格
」

に
絞
っ
て
い
る
。
平
成
17
年
度

の
結
果
に
つ
い
て
は
、
全
工
協

の
機
関
誌
「
工
業
教
育
」
11
月

号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
資
格
の
難
易
度
が
わ

か
る
。
全
国
各
地
の
工
業
高
校

で
生
徒
、
教
員
が
と
も
に
励
み
、

生
徒
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た

め
に
奮
闘
し
て
い
る
。

３３..

工工
業業
高高
校校
生生
のの

進進
路路
のの
現現
状状

次
に
工
業
高
校
生
の
進
路
に

つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
現
実

問
題
と
し
て
進
路
の
現
状
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
を
見
る
た
め

に
、
平
成
17
年
度
の
中
国
地
区

高
校
工
業
教
育
研
究
大
会
の
「
多
様
化
す

る
生
徒
の
進
路
指
導
に
つ
い
て
」
の
発
表

か
ら
問
題
点
を
挙
げ
て
み
る
と
資
料
６
の
よ

う
な
意
見
が
出
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

全
国
の
工
業
高
校
生
に
共
通
す
る
課
題
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

工
業
高
校
か
ら
の
進
路
を
み
る
と
、
就

職
率
（
大
学
短
大
へ
の
進
学
率
）
は
14
年

《資料３》



2007 Winter IMF JC 16

度
＝
50
・
２
％
（
20
・
８
％
）、
15
年
度
＝

52
・
５
（
20
・
２
）、
16
年
度
＝
54
・
８

（
19
・
５
）、
17
年
度
＝
58
・
０
（
19
・
６
）

と
景
気
回
復
の
た
め
か
あ
る
い
は
２
０
０

７
年
問
題
の
た
め
か
就
職
率
が
増
加
し
て

い
る
。

文
部
科
学
省
発
表
の
平
成
18
年
３
月
高

校
卒
業
者
の
就
職
状
況
を
見
る
と
、
工
業

高
校
の
就
職
決
定
率
は
97
・
３
％
で
最
も

高
く
な
っ
て
い
る
。
農
業
高
校
は
94
・

２
％
、
商
業
高
校
は
94
・
４
％
、
普
通
高

校
は
89
・
１
％
で
あ
る
。

工
業
高
校
卒
業
生
の
離
職
率
を
見
る
と
、

24
・
９
％
（
全
工
協
・
近
畿
地
区
に
お
け

る
調
査
、
約
３
８
０
０
名
対
象
、
平
成
13

〜
15
年
度
の
３
年
間
に
つ
い
て
実
施
）
で

あ
り
、
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
調
査
の

同
時
期
に
お
け
る
離
職
率
46
％
と
比
較
す

る
と
21
・
１
ポ
イ
ン
ト
低
く
、
定
着
率
が

よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
工
業
高
校
か
ら
の
進

路
に
つ
い
て
は
他
の
専
門
高
校
に
比
べ
優

位
な
立
場
に
あ
る
と
い
え
る
が
、
資
料
６

に
あ
る
よ
う
に
、「
自
分
の
意
思
で
進
路
を

決
定
さ
せ
る
こ
と
」
「
勤
労

観
・
職
業
観
を
ど
の
よ
う
に
持

た
せ
る
か
」「
生
徒
の
基
礎
学

力
・
ル
ー
ル
マ
ナ
ー
を
ど
う
や

っ
て
向
上
さ
せ
る
か
」
な
ど
、

課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
ま
た
、

各
工
業
高
校
で
は
、
少
し
で
も

生
徒
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る

よ
う
に
「
付
加
価
値
」
を
つ
け

さ
せ
る
た
め
に
、
前
述
し
た
ジ

ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
を
活

用
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
、

就
職
す
る
に
し
て
も
進
学
す
る

に
し
て
も
有
力
な
武
器
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

資
料
７
は
、
中
小
企
業
か
ら

の
教
育
機
関
へ
の
技
能
人
材
育

成
に
つ
い
て
の
要
望
で
あ
る
。

厳
し
い
中
に
も
工
業
高
校
の
教

育
を
良
く
し
な
け
れ
ば
と
い
う

暖
か
い
声
援
が
感
じ
ら
れ
る
。

一
方
で
、
国
の
し
っ
か
り
し
た

施
策
を
望
む
声
が
聞
き
取
れ
る
。

工
業
高
校
か
ら
の
進
路
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
問
題
が
絡
ん
で
く
る
。
保
護
者
の

考
え
（
進
学
さ
せ
た
い
）、
企
業
（
大
・

中
・
小
企
業
ご
と
の
）
の
考
え
、
さ
ら
に

は
生
徒
の
性
格
等
。

大
学
へ
進
学
し
て
も
、
工
業
高
校
で
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
よ
り
実
践
的
な
技

《資料４》
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術
者
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

か
え
っ
て
大
学
に
行
っ
た
ば
か
り
に
就
職

が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
。

４４..
おお
わわ
りり
にに

工
業
高
校
の
使
命
は
、
依
然
と
し
て
わ

が
国
の
も
の
づ
く
り
を
支
え
、
発
展
さ
せ

る
人
材
の
育
成
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
論

を
待
た
な
い
。
工
業
教
育
は
、
身
体
を
動

か
し
額
に
汗
し
な
が
ら
も
の
づ
く
り
な
ど

の
具
体
的
作
業
を
通
し
て
技
術
・
技
能
や

知
識
を
体
得
す
る
た
め
、
工
業
高
校
に
学

ぶ
生
徒
に
は
実
学
を
得
手
と
す
る
実
践
的

で
粘
り
強
い
生
徒
が
多
い
と
言
え
る
。

工
業
教
育
に
携
わ
る
者
が
生
徒
や
教
員

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
、
社
会
か
ら
十

分
な
評
価
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
工
業
高
校

を
作
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中

か
ら
次
代
の
も
の
づ
く
り
を
担
う
実
践
的

な
技
能
士
・
技
術
者
が
生
ま
れ
る
と
確
信

し
て
い
る
。

《資料５》ジュニアマイスターに顕彰に係わる資格・検定等の区分表
（改定H18.07.01)
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基本姿勢・能力について

●①理論も大事ですが、実行力のある行動的な人材を育
成して欲しい、②働くのが好きな人材を、③考えるこ
とのできる人材を。
●人間教育ができていない。カリキュラムが簡単すぎる。
ものづくりをじっくり教育して欲しい。

基　礎　教　育

●工業高校は何を教えているのか。機械の名前、アーレ
ン（六角棒レンチ）すら知らない卒業生が多い。まし
て扱い方など全くだめである（見たことがある程度）。
工業高校はもっとしっかりしないと無視される。むし
ろポリテクカレッジ、ポリテクセンターがよい。知力
はおとるかもしれないが、ものづくりに対する意欲、
技能ははるかに優れている。
●機械とかものづくりにおける基本的知識を十分に教え
ることが必要。また５S(整理、整頓、清掃、清潔、
しつけ)が徹底できる教育をして欲しい。

ものづくり啓発

●小中学生には、ものづくりの現場見学をすすめる。高
校生には体験学習をすすめる。
●技能というものが、社会の中でいかに重要なものであ
るか、ということを小中学校の時代から社会通念とし
て教育すること。技能者の社会における価値を、教育
の中で意　識づけること。

《資料６》中国地区高等学校工業教育研究大会（広島大会）
分科会「多様化する生徒の進路指導について」の発表より　　 平成17年7月25日

（１）女子生徒の求人が少ない、開拓に苦労している。

（２）企業は、部活動をやって元気があって、明るくてという三拍子も四拍子も揃った生徒を要望するが、技術・技能者とい

うのは基本的には、寡黙　で真実に対して信念を持って対処するようなものだと思うので、できるならそのような生徒

もいるんだということを分かっていただきたい。

（３）２００７年問題で、今後継続的に採用したいという企業が「県外」では多いが、「県内」は少ない。

（４）自分の意思で進路を決める力をつけさせるか。いかに早くから勤労観・職業観を持たせるか。基礎学力とルールマナー

をともに向上させる必要性がある。

（５）２学年は、目標として「付加価値をつける」指導を徹底している。早く進路希望が決定している生徒は、希望に向かっ

て取り組ませ、未決定者には資格を取らせ、ジュニアマイスターのポイントをあげ、付加価値をつけさせている。

実 習 の 強 化

●講座とともに、より一層現場実習時間の増加。ただ
「知る」だけでなく、応用力を学ばして欲しい。
●一般的な工作機械を使った基本的に～中程度（実務で
適用する）加工技能をもった人材育成を充実していた
だきたい。

専門技術と知識の習得

●機械の扱い（保全）機械精度の評価方法などについて
も指導いただきたい。なお、工業高校の採用者で、基
本的な知識について（習ってはいても）社員教育の際、
質問に明確に答えるものは少ない。教育内容が多義に
わたっているので仕方ないと考えるが。

インターンシップ

●インターンシップ制度等によって、自分が進もうとす
る企業に対応する情報収集と、実習に対して事務を経
験させるカリキュラムを入れたらどうでしょうか。
●インターンシップなど課外授業を１ヶ月ぐらいにのば
す。

機械・備品の整備

●教育実習に使われている機械備品があまりにも前近代
的であり、まったくもって「技術立国」日本は幻想だ。
近い将来は、学校の実習現場を見れば分かるように必
ず、日本は「工業」技術の国ではなくなるでしょう。

《資料７》教育機関に対する技能人材育成についての期待・要望

基本姿勢・能力、基礎教育、ものづくり啓発、実習の強化、専門技術と知識の習得、インターンシップ、機
械・備品の整備の７項目について企業の方々の厳しい考えが多数記されている。その一部を紹介してみよう。


